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I はじめに
『学校経営研究』第11巻は H 学校現場の問題"という柱立てで編集されるということで 私に
も「学校現場における自身の体験や実践等について 1O~15枚程度で執筆してほしい。 J との依頼
があった。
私は現在公立小学校に勤務しながら 公立幼稚園も兼務の形でみている者だが小学校や幼稚
留で日常みたり 間いたり 実践したりしていることを中心に この頃思っている乙とを思いつく
ままに記述し その責をふさぐ乙とにしたいと思う。
標題は「現代の子どもと教育jとしたが記述の視点を現代の子ども・親・教師におき それ
らの特色や問題点を探りながら 現代の初等教育がになわなければならないと思われることがらに
ついて 若干私見を述べてみたい。
E 現代の子ども一二人っ子の時代一
現代の子どもの特色については さまざまな分析や論稿があり 書活には所狭しと『現代子ども
論Jが並べられている。
確かに子どもは子どもでも 現代の子どもはその内実が変ってきており みる者の視角によって
も， さまざまな子ども像があり得るから 論者それぞれの『現代子ども論』があって当然だが，私
は現代の子どもが多様な生態を示している背景に 子どもの兄弟数が少ないということがあるので
はないかと患う D
因みに現在私の勤めている幼稚菌と小学校の幼児及び児童の兄弟数は表] 表2に示す通りだが
これを全国的にみると表3のようになっていて 2人兄弟が圧倒的多数である。既ち私が生まれた
昭和の初め頃は 平均して 5人以上の兄弟の中で生育していた子ども遠が 現在は半分以下の 2人
弱になっていて，今の子どもはその生育の当初から 昔とは違う生育環境の中に置かれているとい
うことができる。
ところで 乙の子ども数の減少ということが実は現在幼稚菌や小学校にいろいろな問題を惹起
し，大きな問題をもたらしていると私には思われるのである。即ち 今日社会問題にさえなってき
ている刊し1じめ"の問題をはじめ 様々な教育問題の一つの根源が乙の点にあるというのが 私の
??? ?
表1. 園児の兄弟数調査 昭60.9. 28調査
よ与を 人 2 人 3 人 4 人 5人以上
男 9 6 5 2 4 2 。 ] 0 0 
女 1 0 6 1 2 7 2 。 1 0 0 
9 6 3 2 6 2 。 1 0 0 
(調査世帯数 204 数字は%を示す)
表 2. 児童の兄弟数調査 昭60.9. 27調査
孟型空 人 2 人 3 人 4 人 5人以上 言十
男 1 0 6 5 2 2 2 ] 0 0 
女 1 1 6 3 2 1 4 1 0 0 
1 0 6 4 2 2 3 1 0 0 
(認査世帯数 585 数字は%を示す〉
表 3. ]人の女性が生んだ子どもの数の平均値 註①
年次
合計特殊出生率
み方なのである。
今ちょっと考えてみても 前述のいじめの問題を初め 保育所・私立幼稚園・公立幼稚園間にあ
る蛾烈な菌児獲得競争幼稚園や小学校教員への就職難 教員の過員 空き教室の問題等々 いく
らでもその事例をあげるととができる。
子ども数の減少が現在の教育現場に与えている影響は 深刻旦甚大であるという乙とができるの
である。
そういうわけで子ども数の減少は 現在の教育界に深刻な影を落しているといえるが だから
といって近い将来 子ども数の増加を期待する乙とはできないといわなければなるまい。
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そ乙で 子ども数の減少というこの現実の中で 親や教師は乙のことを充分理解し 適切な対策
を持たなければならないという乙とになる。今教育に携わっている者は 新しい時代の子育て
新しい教育の知恵をさぐらなければならないのである。
さて 以上の乙とをふまえた上で 過去の子育てはどのようであったか 乙こで振り返っておく
乙とにしよう。
兄弟数が多かった時代には 親や教師が教えるか教えなし 1かに拘らず 子ども達は兄弟げんか等
もしながら 切礎琢磨し 自律思いやり 協力等の社会性を身につけていった。無意識のうちに
も自然な形で教育作用が働いていたのである。
一例をあげれば 明治の初めに来日し あの大森貝塚を発見したモースは次のように述べている。
「世界中で日本ほど 子供が親切に取扱われ そして子供の為に深い注意が払われる国はない。
ニコニコしていると乙ろから判断すると 子供達は朝から晩まで幸福であるらしい。彼等は朝早く
学校へいくか 家庭にいて両親を その家の家庭内の仕事で手伝うか 父親と一緒に職業をしたり
白番をしたりする。彼等は満足して幸福そうに働き 私は今迄にすねている子や 身体的の刑罰は
見た乙とがない。小さな子供を一人家に置いて行くような ζ とは決して無い。彼等は母親か より
大きな子供の背中にくくりつけられて とても愉快に乗り廻し 新鮮な空気を吸い そして行われ
つつあるものすべてを見物する。日本人は確かに児童問題を解決している。 J②
ところが乙の頃はどうだろうか。子どもの数は少なくなっているのに 非行や問題行動の低年令
化が叫ばれ 児童・生徒の問題は解決どころか益々むずかしさを増し 子育てや教育に関する問題
の報道されない日はないといってもよいようなあり様である。
3. 現代の子どもと家庭
そこで次に 現代の子どもはどんな家庭環境の中で育てられているのか 一瞥しておく乙とにし
ょう。
このことについて経済企画庁の調査は わが国においては出生児数の減少と栢まって 世帯規模
がどんどん縮少していることを報告している。即ち「大正9年以来5人前後で推移していた普通世
帯の平均世帯人員は 昭和30年以降減少を続け 昭和50年に至っては 3. 45人と昭和10年の約7
割にまで縮少した。アメリカにおいては 普通世帯平均人員が5人から 4人に減少するのに要した
期間が5'0年であったのに 日本ではそれがわずか10年で進行したのである。 J①
乙れは所謂核家族化が急速に進行している ζとを示すものだといえる。しかもそのような家族の
中で父親の多くは企業の働き手として 多くの時間家庭を離れ その上母親さえも家を離れて
どんどん就業しつつあるのである。留守家庭も急速にふえつつあり 私の勤務地にも学童保育所が
開設されてきている。
このことから集団保育の割合は年々増大するというととになり 育児やしつけさえも今や他人ま
かせの風潮が広まりつつあるといえるのである。日本の家庭も モースが見た頃とは違い 様変り
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しているといわなければならない。
こういう中で子ども達は 家庭特有のあたたかさや 地域社会の連帯感の中で生きる経験，つま
り あたたかで豊かな人間関係の中で生活する機会を年と共に失いつつあり 幼時に当然しつけら
れるべきことがらや 望ましい生活経験を持つζ とが少なくなり，小さいうちから保育所や幼稚慰，
小学校と集団の中に組み込まれて育てられているといえるのである。
一万 殺はどうであるかというと 例えば城山三郎氏が『素直な戦士たちjJ(4)の中でかかれたよ
うな教育ママがふえ 少ない子どもを自分の思い通りに育てようとする余り 過干渉・過保護に走
り 他方 自らの保護責任を忘れ子どもを放ったらかして省みず 自分の欲望や気持ちのままに
勤き塊じない者などもいて 子どもにとって家庭が信頼と安らぎの場でなくなっている事例さえみ
られる乙の頃なのである。
こういうわけで 子どもの中には 愛情に満ちたあたたかな人間関係が保障され難いような生活
環境の中で¥人格形成にとってとりわけ大事な幼児期や児童期を過さぎるを得ない者もいるため，
それらのツケを背負いながら 学校に入ってきている者もいるということができるのである。
私の学校にも 情緒障害児学級と言語障害児学級が設置されているが 近頃は普通学級にも特異
な言動を示す児童を時折は見かけるようになり それらへの対応にも気配りを要することがある昨
今なのである。
4. 現代の子どもと学校
さて上述のような状況の中で 現在私が経営に当っている幼稚園では 3才までは家庭で保護者
によって養育され 4才児でも登降器時には 保護者が送り迎えできる幼児を受け入れることを原
則とし その上 お弁当は必ず保護者の手づくりのものを持参させるというように 育児一家庭教
育-幼稚園教育という系列の中で 幼児の保育に当っているから 現代においては比較的恵まれて
いる方ではなし 1かと患っているが. それでも最近では. 3才j尼保育が検討課題iζ上ってきており，
現実は仲々厳しいといわなければならない。
ところで，幼稚園では上述のようなことをすることができても，小学校は義務告IJで、あるから幼稚
園のよう iζはし、かず，様々な生育歴を持った子どもが入ってくるということになる。そこで小学校
では幼稚園とはまた違った発想による対策をとらないと，子どもを健全に育成することがむずかし
いという乙とになるわけである。
換言すれば，兄弟数も少なく，生育歴も様々で，充分にしつけられでもいない子どもも含んだ、新
入児を迎えて，ただ教えるということだけに取り組もうとしても，それによって望ましい児童像を
期待することは困難だということになる。着物を縫う時に，先づしつけ糸をつけてから本縫いをす
るように，しつけ糸をかける作業を忘れてはならないというのである。
そこで現在私の勤める小学校で、は，人間らしい生き方のできる子どもの育成をめざして， r基本
的な生活態度の育成iζ努めようjを学校の努力呂標の一つの柱に据え，このことを学校全体の課題
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として，教職員が一体となって取り組んでし 1る所なのである。
くどくなるが，児童の実態をみて，教科等の学習以前IC，先ずしっかり Lたあいさつやことばづ
かい，身辺の整理等のよくできる子どもを育てるように Lたいと思っているのである。呂り道のよ
うでもその方が，学習もうまく成立するのではなし 1かというみ方・考え方をしているといえるので
ある。
尚，本校では本年度市教委の研究委嘱も受けているが，今の所，児童の非行・問題行動等の報告
事例を出していない。ただ取り組みを怠れば，いつ問題が発生しでも不思議ではないという状況が
あることだけは確かだといってよいように思われる。
5. 現代の子どもと教師
私はかつて『私の教職専門職論』を書き 3 その中で教職の専門職化について その意義と方法を論
じ，教職のど乙をどのように追求すべきかについて述べたことがあるが，今，学校現場のただ中に
あって，日々子ども・親・教師に接している立場から， I現代の子どもの実態をみる[j寺，教師とし
ては，知能指数の多少より子どもが好きで人柄がよく，常lζ子どもと共にある人間性豊かな教師が
より望ましい教師である。 jといいたいと思っている。
端的にいって，教育技術的には多少の難点があっても，日常子ども達がぶらさがったり，群がっ
たりしているような教師の方が，そうでない教師より 子どもや殺の信頼度が高いという実感を持
っているのである。
これに関連して『ほんとうの教育者はと間われてJ (朝日新聞社干Ij)⑤も 多くのすぐれた人達
を育てた教師が，決して教えることの専門技術屋的な教師ではなく，個性や人格の面で，教え子に
感化を与えた教師達であったことを物語っている。円教"はあっても H 育"が伴わなければ，ほん
とうの教育とはいえないと思うのである。
このような考え方に立って，次に，日本の教師の歴史lζ詳しい唐沢富太郎氏の次の言葉を引用し
ておきたい。唐沢氏は次のように述べられている。
「今日，西欧的近代思想、lζ基づく教師像では，現代の人間疎外的状況下における教育現実を救済
し得る力がないことが漸次明らかになりつつあるのである。……・・・日本古来からの伝統に基づく東
洋的ヒューマニズムを基礎iとして，人格主義的教育精神が再び新しくとり入れられるべきではない
かと考えるのである。今後の新しき教師像は，こうした人格主義的教育精神を中核にして，さらに
近代職業人として，高い教職の専門性を具備したと乙ろに求められなければならない。 J⑥
教育の現場にあって，基本的生活習慣の欠落など，昔とは様変りしている児童やその保護者，及
びさまざまな教師達とふれあいながらの日々を送っている私にとって，唐沢氏の所論には共感を禁
じ得ないものがある。
しかもそれは調査により，私の勤務する S市の校長・教頭・教務主任等の多くが，同じような教
師像を求めている ζ とを私は知っている。そのことを付言して本項を結ぶことにしたいと思う。
?
?
? ?
?
6. おわりに
はじめにも述べたように，編者の注文が) I今，学校iζ起っている様々な問題を取り上げ，実践
事例の紹介，あるいは問題提起をしていく趣旨jだという乙とであったので，その乙とをふまえつ
つ 思いつくままに書き綴ったのであるが 書き終わってまことに体系性に乏しい雑感的な拙文と
なったという気持ちが強い。
しかもその上に，紙数の制約をも省みず，趣旨lζ沿うべく範囲を広げ過ぎたきらいがあり，現代
の子ども・親・教師の持つー側面を表面的にかきなぜた程度の ま乙とにつつ込み不足の文章とな
り恥ずかしく思っている。
特に幼稚i認，或いは小学校のー現場責任者として，どこにどのような対策をとり，どんな働きか
けをしているのかという乙とについては，殆んど言及する乙とができなかった。この点他日を期し
たいと思っている。
賢明な読者各位のζ批判・ご叱正を賜れれば幸いであると思う。
(狭山市立入間川東小学校長・狭山市立入間川東幼稚園長)
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